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金属板に長方形孔配列を設けた1/4波長板の解析






A quarter-wave plate using a rectangular hole array in a metallic plate is analyzed by
the nite-dierence time-domain (FDTD) method with the periodic boundary condition.
The plate acts as an ecient polarization-converter over a wide frequency range of 15.65
GHz to 18.6 GHz with a high transmittance of more than 57%. The frequency responses
are also calculated for the plate using a nite rectangular-hole array.








ことが報告されている. しかし, いずれの 1/4波長板
も, 薄い構造で動作するものの, 開口部が小さく透過率
は 50%以下であった. そこで, 筆者のグループでは透
過率を改善するために, より開口部を大きくできる, 長
方形孔を設けた 1/4波長金属板を提案し, 透過率が向
上されることを報告してきた [4]. さらに, 金属を完全









の (a)構造全体と (b)ユニットセルを示す. 構造の上
部, 下部及び内部の媒質は空気とする. 金属は PECと
して扱う. 金属の厚さを t = 5.0 mmに設定する.長
方形孔の x方向の長さ lx = 13.12 mm, y 方向の長さ
ly = 9.6mmとし, 構造の周期を  = 16.0 mmに設定
する. 入射波には, x軸より  = 45 傾けた直線偏波
図 1 構造
を+z 方向に励振する. 解析の用いる刻み幅を x =
y = 0.16 mm, z = 0.25 mmに選ぶ.
(1) 周波数特性
図 2に (a)透過率, (b)偏波回転角, (c)楕円率の周
波数特性を示す. 透過率は円偏波が得られる帯域のみ
に言及する. 図 2より, f = 15.65 GHzから f = 18.60
GHzの周波数帯域において, 透過波は 3dB以下の円偏
波とみなせる. このときの透過率は 57%から 98%であ






























































結果を黒の破線で併記する. 図 3(c)より, 周期数が 8
以上の場合, 楕円率は無限周期とほとんど一致してい
ることがわかり, 47%から 81%の透過率が得られる. 他




記する. 図 4より, 周期数が増えるにつれて透過率, 楕
円率が増加する傾向のあることがわかる. 周期数が 20
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図 4 周期数に対する透過率, 楕円率の最大値
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